
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年３月 

横 手 市  
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１ 計画策定の趣旨 

 

この計画は、団塊の世代が 75 歳を迎える 10 年後の平成 37（2025）年に、多くの高齢者

ができるだけ明るく元気でいられるよう、健康づくりや社会参加の一層の推進、在宅医療・

介護連携の推進等の新しい地域支援事業や、新しい総合事業への積極的な取り組み、地域

づくり・まちづくりを積極的に進めるための新しい出発点となるものです。 

平成 26 年 10 月の横手市の高齢化率は 33.1％であり、10 年後には 40％を超える見込み

です。一部地域では、すでに高齢化率 40％を超え、高齢者のみ世帯、一人暮らし高齢者等

の支援のみならず、地域社会の維持・存続という観点からも、高齢者の自助を含めた地域

共助力の維持・向上に向けた対策は、重要な課題の一つとなっています。 

地域の実情に応じて、高齢者が可能な限り住み慣れた地域で、その有する能力に応じて

自立した日常生活を営むことができるよう、医療、介護、介護予防、住まい及び自立した

日常生活の支援が包括的に確保される『地域包括ケアシステム』の構築を進めることが必

要です。 

高齢者が、できるだけ長く、本人の能力、意欲に応じて地域で暮らしていける「地域包

括ケアシステム」の確立を目指して、第６期横手市介護保険事業計画・高齢者福祉計画を

策定しました。 

 

【実際人口と将来推計】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【要介護度別要介護認定者数の将来推計】 

 

 

 

 

 

 

  

31,034 31,415 31,900 32,464 32,736 33,020 33,427 32,726 

57,035 55,571 53,966 52,772 51,510 50,187 46,438 41,245 

11,001 10,647 10,378 10,005 9,717 9,429 8,572 
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15-64歳

65歳以上

99,070 97,633 96,244 95,241 93,963 92,636 88,437 81,094

実際人口 推計人口

総人口

998 996 1,003 1,000 1,003 1,010 1,026 

810 866 936 1,000 1,066 1,175 1,144 

1,101 1,136 1,187 1,222 1,272 1,384 1,346 
1,250 1,275 1,310 1,344 1,364 1,359 1,301 
1,166 1,155 1,149 1,140 1,133 1,135 1,099 
771 831 894 938 1,004 1,064 1,029 
367 414 466 497 549 
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要介護１
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要介護５

6,463 6,673 6,945 7,141 7,391 7,717 7,517

実際人口 推計人口

認定者数
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２ 制度の改正のポイント 

 

団塊の世代が75歳以上となる10年後の2025年（平成37年度）に向け、第５期からスター

トした地域包括ケア実現のための方向性を継承しつつ、在宅医療介護連携等の施策を具体

的に示し取り組むものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 計画の期間 

 

この計画の期間は、平成27年度から平成29年度までの３年間としますが、平成37（2025）

年度の目指すべき姿を念頭におき、中長期的な視野に立った施策を盛り込んで策定しまし

た。 

 

H24 

2012 

H25 

2013 

H26 
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H27 

2015 

H28 

2016 

H29 

2017 

H30 

2018 

H31 

2019 

H32 

2020 

H33 

2021 

H34 

2022 

H35 

2023 

H36 

2024 

H37 

2025 

第５期 第６期 第７期 第８期 第９期 

  見直し   見直し   見直し   見直し   

   平成平成平成平成37373737（（（（2025202520252025）年度までの中長期的見通し）年度までの中長期的見通し）年度までの中長期的見通し）年度までの中長期的見通し    

 

  

【2025 年を見据えた介護保険事業計画の策定】 

～ ６期の計画は「地域包括ケア計画」の始まり ～ 

2015 2025 

▲ ▲ 

団塊世代が65歳に 団塊世代が75歳に 

第６期計画  

 2015 

  ～2017 

 

第７期計画  

 2018 

  ～2020 

 

第８期計画  

 2021 

  ～2023 

 

第９期計画  

 2024 

  ～2026 

 

第５期計画  

 2012 

  ～2014 

 

＜2025年までの見通し＞ 

第５期計画は、第５期計画は、第５期計画は、第５期計画は、    

地域包括ケアシステム

のスタートスタートスタートスタート    

○ 第６期計画以後の計画は第６期計画以後の計画は第６期計画以後の計画は第６期計画以後の計画は、2025202520252025年年年年に向けた「地域包括ケア計画」の実現「地域包括ケア計画」の実現「地域包括ケア計画」の実現「地域包括ケア計画」の実現    

→在宅医療介護連携等の取組を本格化 

→中長期的なｻｰﾋﾞｽ･給付･保険料の見通し 

→地域の将来を見据えたより具体的な計画 
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４ 計画の目指すべき将来像と基本目標 

 

第６期計画は、高齢者誰もが住み慣れた地域で自

立し安心して暮らしていけるよう、第５期計画から

実施している「地域包括ケアシステム」の実現を目

指し、将来像・基本目標を継承し、10 年後を見据

えた計画として取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 構 築 全 体 的 施 策 

 

高齢者の自立した 

生活の維持 

基本目標② 

 

介護保険事業の 

円滑な運営 

基本目標③ 

 

高齢者への地域における 

支援体制の強化 

 

基本目標① （１）地域における生活支援体制の構築 

（２）地域見守り体制の構築 

（３）地域包括支援センターの機能強化 

（４）医療と介護の連携推進 

（５）災害時における初動・救援体制の構築 

（６）敬老意識の醸成 

（１）日常生活圏域を単位とした生活支援 

（２）新しい介護予防事業の推進（一般介護予防事業） 

（３）総合事業（介護予防・日常生活支援総合事業）の実施 

（４）健康づくりの推進 

（５）生きがいづくり・社会参加の促進 

（６）疾病予防の推進 

（７）認知症予防と認知症高齢者への支援 

（８）在宅介護への支援 

（９）セーフティネットの確保 

（10）高齢者が暮らしやすい住宅環境の整備 

（１）制度周知と利用啓発 

（２）介護サービス利用・苦情等相談窓口体制の充実 

（３）低所得者への負担軽減 

（４）介護認定・介護給付等の適正化 

（５）介護サービス事業者等の更なる資質向上 

（６）市町村特別給付等への対応 

 

横手市に暮らす誰もが 未来への希望を抱き生きていくために 

家族の絆・地域の絆を深め ともに支えあい、助けあう地域社会 

目指すべき将来像 
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５ 計画の重点施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域包括ケアシステムの強化 重点施策重点施策重点施策重点施策    

①①①①    

 

【総合相談支援事業】 

【地域ケア会議の開催】 

【包括的・継続的ケアマネジメント支援事業】 

【在宅医療・介護連携推進事業】 

【地域支えあいネットワークの構築】 

【地域支え合い体制づくり事業】 

「地域包括ケアシステムの強化」のための重点事業 

認知症支援策の強化 重点施策重点施策重点施策重点施策    

②②②②    

 

【認知症総合支援事業】※新規事業 

① 認知症ケアパスの作成・普及事業 

② 認知症地域支援推進員等設置事業 

③ 認知症初期集中支援推進事業 

④ 認知症ケア向上推進事業 

【徘徊高齢者家族支援サービス事業】 

【認知症高齢者見守り事業】 

【市民後見推進事業】 

【権利擁護事業】 

【成年後見制度利用支援事業】 

「認知症支援策の強化」のための重点事業 

市内３箇所にある地域包括支援センターが

主体となり、市民にとって身近な相談窓口の

周知、多職種による専門的視点を交えた地域

ケア会議を開催し、包括的・継続的な支援を

行います。また、医療機関等との連携強化に

よる在宅医療の充実、地域ネットワーク体制

づくりの推進に努めます。 

認知症ケアパスの導入、専門的知識を持っ

た認知症地域推進員の設置、介護と医療等と

の連携のほか、キャラバンメイトや認知症サ

ポーター養成、認知症に関する正しい知識の

普及・啓発を図り、地域の見守り体制の強化

を図ります。 

さらに、早期発見・早期対応のための認知

症初期集中支援チーム等設置促進事業の新

設、判断能力が十分でない方へ対する擁護支

援を行います。 
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６ 介護保険制度が変わります 

 

介護保険制度の改正に伴い、向こう３年間の見通しを推計しました。これまでの３年間

と比べて、介護や支援が必要な認定者数や総費用などが 10％以上増える見通しです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※国や県の正確な負担率は、給付の種類によって異なります 

その他の主な変更点 

○ 特別養護老人ホームの新規入所対象者が、原則、要介護３以上に限定 

○ 事業者が受け取る介護報酬の改定（全体でマイナス 2.27％） 

○ 要支援１または要支援２の方の訪問介護と通所介護が、市の事業に移行 

○ 一定以上の所得がある方の利用者負担等の見直し【平成 27 年８月】 
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●●●●保険料保険料保険料保険料のののの基準額基準額基準額基準額((((月額月額月額月額))))の決まり方の決まり方の決まり方の決まり方    

65 歳以上の方の保険料は、横手市の総費用がまかなえるように算出された「基準額」を

もとに、所得等に応じた保険料が設定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

約 6,107,510 千円（実質 17.8％） 

※本来、総費用の 22％を負担しますが、国か
らの交付金や準備基金を活用することで
低く抑えられています。 

65 歳以上の 

人の負担率 

22％ 

65 歳以上 

人口 

3 年間延べ 

90,401 人 

× ÷ 12 カ月 

＝

 

÷ 
収納率 

98.5％ ÷ 

※３年間の延べ人数は、所得状況等を考慮して補正 

した人数です 

平成 27～29 年度の基準額(月額) 

5,716 円 

総費用 

 

34,386,773千円 
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●●●●平成平成平成平成 27272727～～～～29292929 年度の年間保険料年度の年間保険料年度の年間保険料年度の年間保険料    

世帯や本人の住民税課税状況や収入などを考慮して、10 段階に分かれています。 

第１段階は平成 28 年度まで据え置きで、平成 29 年度に大幅に軽減される予定です。 

第２段階と第３段階は、いったん保険料が上がりますが、消費税率の引き上げによる財

源を活用した軽減策により、平成 29 年度にそれぞれが軽減されます。 

また、第４段階については、負担割合を見直すことにより、３年間を通して第５期の保

険料を据え置くよう配慮しています。 

 

 

※上段は保険料年額、下段は基準額に対する負担割合                  （単位：円） 

第５期

 平成24～26年度 平成27,28年度 平成29年度

生活保護受給者、老齢福祉年金受給者

「合計所得金額＋課税年金収入額」が

80万円以下

第２段階
「合計所得金額＋課税年金収入額」が
80万円超120万円以下

34,200
(0.5)

第３段階
「合計所得金額＋課税年金収入額」が
120万円超

47,900
(0.7)

第４段階
「合計所得金額＋課税年金収入額」が
80万円以下

第５段階
「合計所得金額＋課税年金収入額」が
80万円超

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

第10段階
107,800
(1.75)

※ 課税年金収入とは、老齢年金等の課税年金（遺族年金・障害年金等の非課税年金は含まれません）

保険料
段階

第１段階

対　　象　　者

世
帯

の

全
員

が

市
民

税

非
課

税

本

人
が

市

民
税

非

課
税

第６期

46,200
(0.75)

61,600
(基準)

77,000
(1.25)

92,400
(1.5)

61,600
(0.9)

68,500
(基準)

82,200
(1.2)

89,000
(1.3)

102,700
(1.5)

30,800
(0.5)

30,800
(0.45)

20,500
(0.3)

130,100
(1.9)

51,300
(0.75)

116,400
(1.7)

本

人
が

市

民
税

課

税

世

帯
に

市

民
税

課

税
者

が

い
る

 合計所得金額が120万円未満

 合計所得金額が120万円以上190万円未満

 合計所得金額が190万円以上290万円未満

 合計所得金額が290万円以上400万円未満

 合計所得金額が400万円以上
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ご相談・お問い合わせは・・・ 

 

 

●●●●高齢者の介護・福祉・健康・医療、その他悩みごとについて高齢者の介護・福祉・健康・医療、その他悩みごとについて高齢者の介護・福祉・健康・医療、その他悩みごとについて高齢者の介護・福祉・健康・医療、その他悩みごとについて    

どんな悩みでも結構です。お気軽にお近くの地域包括支援センターへご相談ください。 

（Ｅメール：hokatsu-shien@city.yokote.lg.jp） 

【横手･山内地域】 

東部地域包括支援センター  
〒013-8601 横手市中央町８－２ 本庁舎４階    

【雄物川･大森･大雄地域】 

西部地域包括支援センター 
〒013-0525 横手市大森町字菅生田 245-206 大森町高齢者等保健福祉センター内    

【増田･平鹿･十文字地域】 

南部地域包括支援センター  
〒019-0529 横手市十文字町字海道下７ 十文字庁舎内    

    

●●●●高齢者の健康づくりについて高齢者の健康づくりについて高齢者の健康づくりについて高齢者の健康づくりについて    

健 康 推 進 課   （Ｅメール：kenkou@city.yokote.lg.jp） 

〒013-0044 横手市横山町１－１ 横手保健センター内 

ＴＥＬ：０１８２－３３－９６００  ＦＡＸ：０１８２－３２－９６０１ 

    

●●●●高齢福祉、介護保険全般について高齢福祉、介護保険全般について高齢福祉、介護保険全般について高齢福祉、介護保険全般について    

高齢ふれあい課    （Ｅメール：korei@city.yokote.lg.jp） 

〒013-8601 横手市中央町８－２ 本庁舎４階 

ＴＥＬ：０１８２－３５－２１３４  ＦＡＸ：０１８２－３２－９７０９ 

 

TEL ３５－２１６０ 

TEL ３５－２１３５ 

TEL ３５－２１７７ 
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平成平成平成平成 27272727 年度年度年度年度～～～～平成平成平成平成 29292929 年度年度年度年度    

発 行 ： 横手市役所 健康福祉部 高齢ふれあい課 

              ※この概要版に関するお問い合わせは 高齢ふれあい課 へ 


